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第１章 南丹市美山町観光地経営戦略の策定について 

1-1 私たちの目指す観光(基本理念) 

南丹市美山町の目指す観光はいつも美山に暮らす人々と共にあり、先人から受け継いだ豊かな自然と

伝統文化、そして、地域を愛する想いを住民、事業者、来訪者と共に次世代につなぐことを最優先に

考えます。観光は地域が有する価値を地域の外に伝え、地域と来訪者を繋ぐ重要な手段です。 

 私たちは住民、事業者、来訪者、それぞれの幸せが観光によって実現し、結果として地域経済が循環

し、人が暮らし、地域が将来も維持される社会を目指します。  

観光は決して観光業のみで成り立つのではなく、農林業、漁業、交通、教育、福祉など地域を支える

多様な産業と重なり合うことで成立するものと考えます。私たちは多様な分野と協働、協力し合うことで、

経済のみならず社会、文化、環境の多面的な豊かさを観光を通じて紡ぎ出すことを追求します。 

近年、世界では経済成長のみを追求する考え方から、幸福度、社会的厚生を重視する価値観へと転

換が進んでいます。経済成長を表す指標である GDP の向上を目指すことを辞め、GPI(Genuine 

Progress Indicator 真の進歩指標)や IWI(Inclusive Wealth Index 包括的な豊かさの指

標)、GDW(GDW Gross Domestic Well-being/ 国内総充実度)など、新しい評価軸が社会の

豊かさを図る基準となりつつあります。 

南丹市美山町観光地経営戦略も、経済効果や経済成長のみを追求するものではなく、住民が楽し

く、幸せに暮らし、地域に対する愛着と誇りを高めることを中心に据えています。先人が守り継いできた暮

らしと景観に敬意を払い、それらを次世代に確かに繋ぐため、相互扶助の精神のもと、観光を通じたまち

づくりを地域一体となって実現できる体制づくりを目指します。 

 

2030 年度末までに目指す将来像 

 

住民、事業者、来訪者が学び合い、共創することにより、世界に誇

れる持続可能な観光地を実現します。 
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1-2 基本方針 

この南丹市美山町観光地経営戦略（以下、本戦略）は、これまで「美山町観光ビジョン」としていた

ものを、南丹市観光基本振興基本計画（以下、計画）と整合性をとりつつ、国際的な持続可能な観

光ガイドラインや DMO 認定に関する観光庁ガイドラインへの対応も踏まえ、名称を改めたものです。 

戦略を定める範囲は南丹市美山町における観光の取り組みとします。 

 観光による地域への正の影響(経済、文化、環境面)を最大化し、その効果を地域内で循環させるた

め、域内経済活動を支える社会関係資本の維持・拡充に重点的に取り組みます。南丹市美山町では

長年にわたって培われてきた地域振興会をはじめとする地域ネットワーク、伝統行事、移住者の受入体

制などの社会関係資本があります。それらを強化・活用することにより、観光を通じた地域のレジリエンス

(社会環境の変化に適応し、再起できる力)向上および地域ガバナンスの強化を図り、持続可能な観光

の実現を目指します。 

基本方針１ 地域住民の満足度向上 

地域における観光消費額の増加、地域ガイドの活躍の機会の増加、地域に対する誇りや自己肯定感

の向上、文化・環境保全協力金の増加等による地域住民の満足度向上を目指します。 

また、観光を通じて地域内のガバナンス強化を図り、持続可能な観光の実現を目指します。 

基本方針２ 来訪者の知的好奇心を満たす高付加価値化された旅行商品の提供 

地域に残る様々な文化や知恵、自然環境を見て楽しむことに加え、保全の背景や人々の思いを観光

を通して伝えることで、観光資源を高付加価値化し、学ぶ意欲の高い旅行者に提供します。 

基本方針 3 世界に誇れる持続可能な観光地の実現 

ベスト・ツーリズム・ビレッジの選定を契機に、これまで美山町が地域一体となって取り組んできた地域振

興や観光振興を、世界に向けて発信し、世界に誇れる持続可能な観光地を育みます。 

1-3 言葉の定義 

観光：本戦略における「観光」は移動や消費、産業として捉えるのではなく、来訪者が地域を訪れ、地

域住民や文化、自然と関わる過程において、地域の価値が共有・再認識され、地域と来訪者の相互理

解の中でその*価値が高まっていく事象を指します。 

*価値＝経済的価値のみならず、文化的、環境的価値を含みます。 

 

観光資源：本戦略における「観光資源」とは、自然や文化、暮らしといった地域固有の”要素”そのもの

ではなく、それらが地域住民の営みの中で守られ、来訪者との関わりを通じて価値が共有・向上されてい

く”関係性”を含んだものを指します。観光資源は一方的に消費される対象ではなく、地域と来訪者が共

に関わり、楽しみ、育て、次世代へ引き継いでいくものとします。 
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持続可能性：本戦略における「持続可能な観光」は観光による経済的効果の最大化のみを目的にす

るのではなく、地域レベルの経済、環境、社会全てにとっての持続可能性を目指します。 

グローバルな構造転換を前提にした「強い持続可能性」は念頭に置きながらも、地域レベルで実行可

能な観光マネジメントと地域住民、来訪者、事業者の合意形成を通じて、観光と地域社会の健全な関

係性を維持・改善することを目指します。 

1-4 前観光ビジョン（2021 年度〜2025 年度）の総括 

南丹市美山町の 2021-2025 年の５ヵ年観光計画である「美山観光ビジョン」は次世代を担う

30~40 代の委員から成る美山観光ビジョン策定委員会により策定されました。DMO で策定する初め

ての観光ビジョンであり、策定委員会において、意見を集約し、「地域のことは地域で考える」という思いを

具現化した取り組みとなりました。地域全体で稼ぐまちづくりを目指し、2025 年の観光消費総額を 9.5

億円と定めて取り組みを行いました。 

しかし、策定後の進捗状況のモニタリングや理事会での検討が行われなかったことや想定以上に長引く

コロナ禍により、2024 年度の実績値は約 8.4 億円に留まっています。同時に、地域内の主要な組織に

おける人材不足や新規参入事業者の増加により、地域内ガバナンスの低下が顕著になってきました。 

今後、計画や戦略を実現するに当たっては、地域内関係者の役割や責任を明らかにし、社会変容にも

柔軟、機敏に対応できるような地域経営態勢を整える必要があります。 

1-5 戦略の位置付け 

美山町は 40 年来、美山まちづくり条例の制定、北区の国の重要伝統的建造物群保存地区選定、

南丹市美山エコツーリズム推進全体構想策定、DMO の設立など、数多くの先駆的な取り組みを行なっ

てきました。本戦略は先人たちが築き上げたこれらの功績を礎とし、今後 5 年間の南丹市美山町におけ

る観光の取り組みについて、地域経営の方針、指標、実施手段を記すものです。観光庁が示す「日本

版持続可能な観光ガイドライン(JSTS-D)」、「観光地域づくり法人の登録制度に関するガイドライン」や

第２次南丹市総合振興計画及び南丹市観光振興基本計画、国連世界観光機関のベスト・ツーリズ

ム・ビレッジの評価指標も考慮し策定されています。 

1-6 対象期間 

本戦略の期間を 2026 年 4 月(2026 年度)〜2031 年 3 月(2030 年度)の 5 年間とし、評価

システムも構築し見直し等を行います。 
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第２章 観光産業を取り巻く現状 

2-1 美山のまちづくりにおいて観光が果たす役割 

観光産業は宿泊業、飲食業、交通業を中心に、農林業、伝統産業、建築業など幅広い産業に関連

する裾野の広い総合産業です。そのため、経済・社会・文化・環境各分野において多様な役割を担って

います。 

第一に、観光産業の成長は他産業への需要創出効果や雇用創出効果などをもたらし、地域経済に

広く貢献することが期待されています。 

例えば、農業や林業などの第一次産業と観光を結びつけることで、農家民宿や農業体験、林業体験ツ

アーなどの形で付加価値をつけることができます。 

実際に、2025 年 3 月に発表された観光庁の調査研究によると、2023 年の日本の旅行消費額は総

額 29.5 兆円で、この観光産業の需要が生み出す、他産業への生産波及効果は 58.4 兆円と試算さ

れています。さらに、この観光産業需要により 530 万人の雇用誘発効果があったという結果が出ていま

す。これは日本における就業者総数の 7.7％に相当します。 

 また、観光産業により域外収入を得ることで、人口減少により失われた域内年間消費額を補う役割も

果たします。定住人口が 1 人減少すると年間消費額が 135 万円失われてしまいます。これを来訪者の

消費に換算すると外国人旅行者 6 人分、国内旅行者(宿泊)21 人分、国内旅行者（日帰り）71

人分に当たると言われています。もちろん、美山町の場合は観光消費単価が低いため、上記数字よりも

多くの来訪者が必要になります。 
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 社会的な側面から考えると、過疎化や高齢化が進む中で、「地域コミュニティを支える社会的インフラ」

として、また「地域福祉を補完・強化する仕組み」として機能し得ます。例えば訪日客の利用増により、

南丹市営バスの園部美山線の便数が増加するなど地域の交通アクセスの利便性が高まったり、福祉施

設で製造された食品が町内の宿泊施設で提供されたり、一部宿泊施設等が自然災害発生時に避難

所として活用されるなど、地域の安全網の一端を担っています。 

また、観光を通じて培われた美山町の発信力や魅力は IJU ターンのきっかけを作る役割も果たします。

美山町を離れて暮らす世代にも、国内外から魅力ある観光地として評価いただくことは、住民の地域へ

の愛着と誇りを醸成する装置となり得ます。美山小学校では地域の暮らしや自然環境、景観保全の価

値について理解を深め、地域の魅力を発信し、課題解決に寄与する力を育む観光学習に取り組んでお

り、観光教育を通じて子どもの地域愛を醸成しています。 

 伝統文化や里山景観、茅葺き建築などの地域文化の保全にも観光は重要な役割を果たします。地

域内の文化を観光資源として住民主体で磨き上げることによって住民がその価値を再認識し、地域の誇

りが高まり、文化継承や共同体の再生にもつながります。また観光による収益が茅葺き屋根の修繕や農

林漁業の継続に再投資されることで、文化を育んできた自然と共にある暮らしを守ることにもつながります。 

 最後に、環境保全の視点で考えると、里山や由良川、森林などを観光資源と位置付け、エコツアー商

品として活用することで、来訪者が地域の自然や生態系、農林業の仕組みを学ぶ機会を提供します。さ

らに、地域ガイドを育成し、ガイドツアーを実施することで観光による環境負荷を抑えつつ、自然の価値へ

の理解と共感を高める役割を果たします。美山町では芦生の森でのトレッキングツアーやベニバナヤマシャ

クヤクの鑑賞会を実施し、来訪者から保全金を募り、環境保全活動に役立てています。 
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2-2 世界の観光動向 

2025 年の WTTC(世界旅行ツーリズム協議会)の報告書によると 2020-2024 年の世界観光産業

はコロナ禍の影響で急落した後、急速に回復し、2024 年には GDP 貢献額で 2019 年を上回る水準

に達しました。国際観光客数についても、2025 年上半期は 2019 年比 104％となりまた、観光産業

は世界の雇用の１割以上（2025 年には 3 億 7,100 万人の見込み）を担っており、2035 年には

世界の 8 人に 1 人が観光関連職に就くと予測されています。一方で、将来的には観光労働力不足が

深刻化するリスクも予測されています。WTTC が発表した 2025 年のレポートによると、今後 10 年間

で観光業に携わる人口は 9,100 万人創出される一方で、4,300 万人以上の労働力不足が予測さ

れています。これは新しく創出される雇用のうち 16％の雇用が確保できない状況が発生しうることを示し

ています。調査対象の 20 カ国の中で、日本は最も人材不足が深刻で、2035 年の需要水準に対して

労働力供給がマイナス 29%となる見込みです。 

 

また、技術革新が進んだことにより、暮らし方にも変化が生じています。物を所有せず、定住せず、週

3~4 日で働くといった新たなライフスタイルを持つ旅行者も増加傾向にあります。そのような中で観光客の

今後の動向キーワードとして、「サステナブル（持続可能な）ツーリズム」「ローカル体験」「ウェルネスツーリ

ズム」「アウトドア・スポーツ観戦」「複数エリアの周遊」などが挙げられています。また、デジタル技術の活用

により VR や AI による旅行者一人一人に合った体験の提供や体験の質向上が強く意識されています。

このように、今後、多様なニーズに対応したサステナブルで質の高い観光が求められる新たな観光時代に

入ると予測されています。 

世界的に観光需要が回復する中で持続可能な観光が観光地マネジメントにおいて必須視点となって

います。WTTC の 2024 年のレポートでは旅行・観光産業の成長において、「地域社会・自然環境・文

化の保全と経済効果の両立」が中核課題であると指摘し、観光地マネジメントの持続的な管理の重要

性を強調しています。旅行者の意識変化も顕著で、Booking.com が発表したサステナブル・トラベルレ

ポート 2024」では回答者の 62%が「より持続可能な旅行を望む」と回答しています。一方で 56%が

「持続可能な観光は費用が高い」と感じており、意識は高まる一方で、選びやすさと価格負担の解消が

課題となっています。エクスペディアの「Traveler Value Index 2024」では旅行者は「非日常性」より

も「意味やつながり」を重視する傾向が強まり、自然体験や地域文化への参画が旅行価値として捉えつ

つあることが明らかになりました。 
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2-3 国の観光動向 

2026 年 3 月に日本政府は第 5 次観光立国推進基本計画を閣議決定し、観光産業を経済発展

をリードする戦略産業と捉え、「観光の持続的な発展」「消費額拡大」「地方誘客促進」「観光と交通・

まちづくりとの連携強化」「新技術の活用・本格展開」を施策の方向性として位置付けています。JNTO

と観光庁のデータによると、2025 年の年間訪日外客数は約 42,683,600 人、訪日外国人旅行消

費額は約 9.5 兆円と過去最高を更新し、市場の拡大が続いています。持続的な成長のためには、受

入体制強化や地方誘客、住民生活の質の確保と両立が不可欠とされています。 

国内に目を向けると、2024 年の日本人国内旅行消費額は約 26 兆 7,746 億円に達し、前年比で

6.7％増となったことから、旅行支出が回復・上昇傾向にあることが分かります。一方で、旅行実施回数

や延べ旅行者数の伸びは限定的で、高齢化・休暇取得の課題も指摘されています。2030 年に向けて

は「旅行の質・体験重視」の方向が強まり、地方部への分散型旅行、2 泊・3 泊滞在、地域体験・自

然・文化重視の旅が成長分野として注目されていることから、地方部では宿泊・体験・滞在延長による

収益拡大が鍵となります。美山町においては、京都市内からのアクセス性を活かしつつ「何度も通いたくな

る」「滞在型」「地域資源体験型」旅行を訴求することで、2030 年に向けた国内旅行者誘致の機会を

捉えることが期待されます。 

 

＊訪日客数の推移 (2019 年度-2024 年度) 

 

 

*訪日外国人旅行消費額推移 (2019 年度-2024 年度) 
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＊日本人国内延べ旅行者数推移(2019 年度-2024 年度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-4 美山町の観光の現状 

2-4-1 これまでの観光まちづくりの取組 

美山町は半世紀以上自然を生かしたまちづくりに取り組んできました。1970 年代の集落営農の取り

組みに始まり、1980 年代以降、役場内での「村おこし課」設置など、豊かな自然を生かした村おこしを

推進してきました。90 年代には村おこし事業が評価され、様々な賞を受賞するに至りました。1992 年

には第３セクター「美山ふるさと株式会社」を設立、1993 年には北集落が国の重要伝統的建造物群

保存地区に選定され、都市と農村の交流事業が展開されました。2014 年には全国６番目に「エコツー

リズム推進全体構想」が環境省・農林水産省・国土交通省・文部科学省の大臣に認定され、ガイド養

成や訪日農山村教育民泊の受入等を行なってきました。2016 年 3 月には美山町を含む一帯が京都

丹波高原国定公園に指定され、同年 7 月には市場調査と分析に基づいた美山町の観光戦略と、地

域の魅力を商品として販売する実効組織として、「一般社団法人南丹市美山観光まちづくり協会」が設

立されました。2017 年には観光庁より日本版 DMO 法人として登録され、観光地経営の視点に立っ

た観光地域づくりが進められています。いずれの取り組みも地域住民と行政が手を携え、多様な事業者

や外部関係者の協力を得て実現した成果と言えます。 

 このような長年の地域コミュニティ主導型観光の取り組みが世界的にも評価され、2021 年に国連世

界観光機関のベスト・ツーリズム・ビレッジに選定されました。2023 年には農林水産省が選定する農泊

インバウンド受入促進重点地域の１つになり、同年、第 7 回ジャパン・ツーリズム・アワードにて持続可能

な観光賞(UNWTO)を受賞するなど、国からも注目される地域になっています。 

 一方で、人口は毎年約 100 人減少し、少子高齢化に歯止めがかからない状況が続いています。農

水省の将来推計人口データによると 2045 年の美山町の人口は 1,673 人と、現在の半数以下になる

と予想されています。私たちの観光は里山での暮らしとそれらが織りなす農村景観を中心として成り立って

います。したがって、それらを維持するためにも観光を通じて外部の人が地域を知る、地域と関わる機会を
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創出し、移住、定住に繋げることが喫緊の課題です。地域の社会関係資本(信頼・互酬性・ネットワー

ク)基盤を強固にし、移住者や新規事業者も巻き込み、多様な関係者が知恵と力を合わせ、共創する

ことが求められています。 

2-4-2 環境分析  

2-4-2-1 PESTLE 分析 (外部環境分析) 

美山町を取り巻く、自分たちでは制御できない６つの外部要因を洗い出し、各要因が私たちにとって正

の要因なのか負の要因なのかを精査します。下記表に示す通り、国内における人口減少や物価高騰に

よる国内旅行人口の縮小といった負の要因から国内需要を伸ばすことは困難であることがわかったため、

ASEAN 諸国の成長や円安等による支出額増といった今後の市場の成長が期待できる訪日客を中心

としたターゲット選定は伸び代があることがわかりました。また、DX や AI 技術の導入が進み旅行スタイル

の変容が予想されるため、地域においても適応していく必要があることが明らかになりました。 

 

（分析結果） 

 

政治 

Politics 

・第４次観光立国推進基本計画策定による政府の支援体制が確立(+)  

・デジタルノマドビザの運用(+) 

・DX の推進(+)  ・DMO 登録要件強化(+) 

経済 

Economy 

・訪日観光客の支出額増(+) ・国内の物価高騰(-) 

・ASEAN 諸国の経済成長(+) ・市場の高価格化(+) 

 

社会 

Society 

・国内旅行人口の減少(-)と国際旅行人口の増大(+) 

・マネジメント不全による観光へのイメージ低下及び地域住民との摩擦(-) 

・労働者の高齢化及び不足(-) 

・旅行スタイルの多様化(自己超越欲求を満たす旅など) (+) 

テクノロジー 

Technology 

・DX 技術や AI 技術の導入による人手削減及び業務時間短縮(+) 

・キャッシュレス決済の導入(±) 

・SNS の普及による情報拡散(±) 

・VR や AR 技術の導入 (+) 

 

法律 

Legal 

・有償運送に関する規制緩和(+) 

・旅館業法の改正(+) 

・外国人労働者受入制度の拡充(+) 

・外国免許切替制度厳格化(+) 

・観光圏整備法の改正(+) 

環境 

Environment 

・自然災害リスク(-)  ・積雪の減少(-) 

・ESG 投資の呼び込み(+) 
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2-4-2-2 VRIO 分析(内部環境分析) 

美山町の持つ観光資源を評価し、地域の持つ競争力を把握します。 

 

 

価値 Value 

・日本の農山村の原風景を見ることができる 

・40 年以上の地域主導型の観光まちづくりの取り組み 

・地元住民と移住者が協力し合える関係性 

・自然と共生する暮らし 

・地域に残る社会関係資本(信頼・互酬性・ネットワーク) 

 

 

希少性 Rarity 

・茅葺き屋根の残存率が日本一 

・美山町一帯が国定公園指定地域に指定されている 

・地元住民がガイドとして地域の魅力を日英で語ることができる 

・茅葺き屋根の宿が点在している 

・英語対応可能な人材が豊富なため、訪日客対応可能範囲が広い 

・ベスト・ツーリズム・ビレッジに選定されている 

 

模倣困難性 

Imitability 

・茅葺き屋根が立ち並ぶ景観 

・京都大学芦生研究林の有する豊かな植生 

・訪日農山村教育民泊の受入家庭ネットワーク 

・来訪者の地域事業関与に対して開放的な住民性 

・観光事業者ではない、住民による農山村教育民泊や体験の受け入れ 

協力体制が整っている 

 

組織 Organisation 

・地域振興会が各地域の合意形成を行っている。 

・美山 DMO が中間支援組織として関係者を取りまとめ、面的プロモーシ

ョンや地域ブランドの強化を行い、観光資源を活用している。 
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2-4-2-3 クロス SWOT 分析 

外部要因と内部要因を掛け合わせ、正の要因と負の要因の分析を行なった結果、以下のような方向性

が明らかになりました。 

  外部要因 

  

 

機会 

Opportunity 

脅威 

Threat 

内 

部 

要 

因 

強み 

Strength 

S×O 積極的攻勢 

・自己超越欲求に対応する旅を通

じて地域資源を共に守り継ぐ、新し

い観光スタイルに対して、自然・文化

資源を守り継ぐ人々の熱意や要望

を集約しマッチングさせる 

・30 棟以上の一棟貸しを活用した 

分宿＋体験プランの造成 

・既存の農山村教育民泊受入家

庭のネットワークを強化し、暮らしを

体験、学べる旅行商品を知的好奇

心の強い層対象に造成する 

・BTV 選定を活かし、国内外の農

村地域からの視察を想定したプログ

ラムの充実化を図る 

S×T 差別化戦略 

・域内の里山の観光資源を磨き上げ、訪

日客の需要の高い、天橋立、伊根等も

含んだ広域の商品造成を行う 

・成長が期待される ASEAN 市場に向け

た商品造成並びにプロモーションを行う 

・田舎体験は競合が多いため、多言語

化+OTA での積極的な商品掲載を行い

優位性を高める 

・美山かやぶきの里に集中する来訪者に

対して、 周辺地域での体験や宿泊をセ

ットにした商品造成や滞在モデルを提供

する。 

弱み 

Weakness 

W×O 弱点強化 

・地域内外への情報発信・情報共

有を丁寧に行い商品情報の発信力

を高める 

・物理的な観光資源のみならず、そ

れらを継承してきた人々の背景や物

語を編集・編纂し来訪者の変容を

支える観光体験を提供する 

・ASEAN 市場(特にベトナム)市場

へのプロモーション強化による冬季閑

散期対策 

W×T 防衛/撤退 

・人手不足や後継者不足に対応するた

め、地域内のイベントや伝統行事にサポ

ーターとして来訪者が参加できる商品を

造成する 

・気候変動や雨天に対応できるような屋

内プログラムを造成する 
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2-4-2-4 STP 分析 

美山町が注力すべき市場とその市場における美山町の立ち位置を明確化します。 

内外環境分析を行なった結果、下記のような来訪者セグメントを行いました。 

S：市場細分化(セグメンテーション) 

① 心理的変数(価値観・動機) 

・自己超越欲求を満たしたい旅行者 

・自然・アウトドア嗜好層 

・自然・文化・生活の継承に共感し、地域との関わりや学びを求める層 

・茅葺き屋根の文化や自給自足の暮らし、里山の暮らしの体験に価値を感じる層 

・従来の観光まちづくりの取り組みや住民の話しに価値を感じる層 

・知的好奇心の強い層  

② 人口動体変数(年齢・国籍) 

・20 代後半〜50 代の豪州＆台湾人観光客 

・50 代前後のベトナム人観光客 

・30~50 代の京阪神国内観光客 

・台湾・豪州からの中高生 (教育旅行) 

・農山村地域が抱える課題に取り組む国内外の大学生 

③ 行動変数 (来訪頻度・旅行形態) 

・日本旅行リピーター 

・多言語対応が必要な訪日客 

T：対象選定(ターゲティング) 

美山町が他地域と比較して優位性を発揮でき、且つ市場成長性が高いと考えられるターゲットは以下

の通りです。これらはあくまで最優先ターゲット層であり、他の旅行者層を排除するものではありません。 

従来の団体旅行や国内観光客の受け入れは行いつつ、下記の新たな旅行者層の獲得に注力します。 

 

① 豪州・台湾・ベトナムの文化体験志向が高い個人・小グループ知的旅行者 

選定理由：英語対応可能な住民ガイドや茅葺きの宿という希少資源を有すること/ASEAN 市場

の成長/BTV 選定/里山文化への興味が高い、高くなる可能性がある/国内客閑散期の来訪期待

値が高い 

② 自己超越欲求を持つ国内外の“関係性重視”の個人旅行者 (共に地域資源を守る体験、学び

のある旅を求める層) 

選定理由：サステナブルツーリズム志向の高まり/模倣困難な地域ストーリーを価値として伝えられる

/「自然と共生する暮らし」「地域の社会関係資本」と高度にマッチする/関係人口型観光を後押し
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する国の観光立国推進計画 

③ 教育旅行層 

選定理由：模倣困難な地域ストーリーを価値として伝えられる/模倣困難な農山村教育民泊ネッ

トワークという資源を活用できる/学びを重視する旅行スタイルの増加 

P：地域の位置付け(ポジショニング) 

・人々が守り継ぐ暮らしとそこに住まう人々の物語を学び、体験できる観光地 

・国際対応力の高い世界水準(BTV)の持続可能な観光地 

・訪れるだけではなく、共に守り育てる観光地 

2-4-2-5 4P 戦略 

地域全体で重点的に創出していく商品やサービスの内容(Product)、価格(Price)、販路や提供場

所(Place)、プロモーション(Promotion)について明確化します。 

 

Product(商品) 

芦生の森の自然景観や、かやぶきの里の景観を見たり、体験したりすることに加えて、これらの環境や景

観、文化が何百年もの間継承されてきた背景や、現在継承に携わる人々や住民の思いに触れる機会

を旅行商品として提供します。商品開発の過程や販売が地域文化や自然環境の保全、継承に寄与

し、持続可能な観光につながるような商品の提供を目指します。学びの度合いをターゲットに合わせて段

階的に調整し、何度も通いたくなる地域、共に守り育てたいと思える商品開発を行います。 
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Price（価格） 

ラーニングツーリズム商品は新たな領域であることと、価格についてはクローズドな状態である場合が多い 

ため、競合地域の価格を参考にすることが難しいですが、旅行者、提供者双方に価値を感じてもらえる 

金額の範囲で、最大限の値付けを行えるよう、DMO が中核となって価格を定めます。極力値下げは行

わず、ブランド力を訴求するために一定の価格帯を維持します。 

Place (販路・提供場所) 

従来通り、個人顧客に対しては美山ナビ経由の直接誘客を図ることに加え、新規ターゲット層が利用

すると想定される旅行会社への各種 OTA への商品掲載を行うことに最も注力して販路整えます。 

旅行会社や教育機関に対しては、JNTO が提供する商談会やツーリズム EXPO 等の機会を活用した

セールスを行います。 

Promotion (プロモーション) 

個人顧客に対してはトリップアドバイザーや Google 等でフィードバックを得るよう心掛け、来訪者同士

のコミュニケーションを図ります。 

商品の認知獲得と来訪欲求の喚起のために、DMP を活用しターゲット層を取り扱う旅行会社に代理

販売を行っていただけるよう積極的にセールスを行います。 

JNTO が提供する商談会やツーリズム EXPO 等に積極的に参加をし、新規顧客開拓と既存旅行会

社や教育機関との関係性維持を図ります。 

地域外で美山町の商品を取り扱う事業者とも連携を図り、地域の認知度向上を図ります。 

2-5 美山町の来訪者の現状 

美山町の来訪者は 2024 年度の観光入込み客数は約 75 万人となっています。国内団体バスの減

少や個人旅行の増加といった観光スタイルの変化に合わせ、来訪者の需要に合わせた観光商品の提供

が求められます。観光消費額はコロナ禍以降、順調に回復し、2024 年度には約 8 億 3,600 万円と

なりました。来訪者満足度は 2019 年〜2024 年の 6 年間の平均値は約 89%と高く、多くの来訪者

に美山町での滞在を楽しんでいただいていることがわかります。しかし、来訪者の多くが美山かやぶきの里

での滞在に留まっており、町内での回遊性向上が課題となっています。 
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美山町内の各種観光関連データの推移 

 

月別延泊数 (2022〜2024 年度) 

美山町宿泊調査データを見ると、2024 年度の延泊数における平準化率(1,2,12 月を閑散期と設

定)は 16.1%となっており、月別繁閑差は依然として残るものの、訪日外国人観光客の増加により、冬

季宿泊者数が底上げされている状況も伺えます。 

また、近年、宿泊施設の開業が増えており、町内としての収容能力は高まっているものの、2024 年度

の観光入込み客数に対する宿泊者数は約 2.6%と低く、滞在型観光スタイルの確立が喫緊の課題で

す。 

美山町宿泊調査データ 
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2024 年度 国別延泊者数 4,063 泊 

国別の宿泊者の調査結果を見ると、アジア圏からの宿泊者が全体の６割を占めており、台湾、香港、

中国の順に多くの宿泊者数が訪れています。 

年度、国別延泊者数の推移 

年度別、国別延泊者の推移を見ると、2019 年度から 2024 年度にかけて豪州の延泊数が 7 倍以

上に増加しており、2020 年度から一般社団法人南丹市美山観光まちづくり協会が注力している豪州

へのプロモーションの結果が徐々にみられています。また、同期間、米国延泊者数は 2.7 倍以上増えて

おり、従来の台湾や香港からの来訪者に加えて、来訪地域の多様化が見られます。 

台湾, 1,273 

オーストラリア, 428 

香港, 425 

アメリカ, 

352 

中国, 301 

その他, 189 

タイ, 149 

シンガポール, 141 

フランス, 126 

マレーシア, 99 

カナダ, 81 

イギリス, 76 

韓国, 69 イタリア, 66 スペイン, 64 

美山町宿泊調査 2024 年度データ 
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美山かやぶきの里入込客数（月別、時間帯別） 

かやぶきの里の年間入込客数は 20 万人前後を推移しており、3 月が年間を通して 1 番の閑散期と

なっていますが、月別の平準化率を見ると 2023 年は 18.5%, 2024 年は 20%となっており、平準化

されている傾向にあります。一方で時間帯による来訪者数を見ると、14:00~15:00 がピークとなってお

り、一定の時間に多くの来訪者がかやぶきの里に滞在していることがわかります。来訪者が一定の時間に

集中することや人口減少、北区における観光に従事する人口割合の低下、来訪者の質的な変容、世

代交代等、様々な要因により観光と暮らしのバランスが崩れないよう、適切なマネジメントが求められま

す。 

 

＊美山かやぶきの里月別入込客数(2021 年度〜2024 年度) 

 

＊美山かやぶきの里時間帯別入込客数(2021 年度〜2024 年度) 
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農山村教育民泊 

美山町では一般社団法人南丹市美山観光まちづくり協会の前身団体である南丹市美山エコツーリズ

ム協議会、京都府南丹広域振興局、南丹保健所が連携し、特別な許可を受け、農山村教育民泊事

業を行っています。2015 年に初めて訪日農山村教育民泊プログラムを実施して以降、受入学生数は

順調に伸びています。2024 年度からは豪州からの受入が本格化しました。 

他にもアメリカやインドネシアなど多様な国からの学生を受け入れており、今後も成長が期待されます。 

一方で人口減少や高齢化による受入家庭の確保が課題となっています。 

第 3 章 具体的な取り組みについて 

3-1 世界基準の観光ガイドラインの導入 

  美山町は 2021 年に国連世界観光機関により「ベスト・ツーリズム・ビレッジ」に選定されました。これ

からも世界に誇れる持続可能な観光地を目指すため、第３章の数値目標でも示した通り、国際基準に

準拠した観光ガイドライン（日本版持続可能な観光ガイドライン Japan Sustainable Tourism 

Standard for Destinations, JSTS-D）を参照しながら取り組みを進め、モニタリングを行います。 

全ての項目に取り組むことは容易では有りませんが、美山町の実情に沿って、基本施策を定めます。 

Best Tourism Villages とは？ 

国連世界観光機関(UN Tourism)が実施する、持続可能な開発目標(SDGs)に沿って、観光を通

じて文化遺産の保全や持続可能な開発に取り組む優良地域を認定するプロジェクト。2021 年開始以

降、2025 年までに全世界で 236 地域が認定を受けています。 
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JSTS-D とは？  

2020 年 6 月に観光庁が公開した、GSTC(Global Sustainable Tourism Council)による観光

地向けの持続可能な観光の国際基準「GSTC-D」に準拠した、日本の特性が反映された持続可能な

観光ガイドラインです。「自己分析ツール」「コミュニケーションツール」「プロモーションツール」の３つの役割

があり、同ガイドラインに取り組んでいる団体は申請の上、下記ロゴマークを使用できます。 

 

国際認証（Green Destinations または Best Tourism Villages）を

受けた地域は右下に「+International Certification」の文字が入ります。 

一般社団法人南丹市美山観光まちづくり協会は 2025 年にロゴマーク使用

が観光庁により承諾されました。  

 

 

3-2 基本戦略と基本施策 

前述した 3 つの基本方針（1. 地域住民の満足度向上 2. 来訪者の知的好奇心を満たす高付

加価値化された旅行商品の提供 3. 世界に誇れる持続可能な観光地の実現）に沿って、5 つの基

本戦略と 7 つの基本施策を推進します。 
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基本施策１ 機能的なガバナンス構築および観光推進体制の強化 

地域住民、地域事業者、行政、DMO、来訪者などの多様な関係者の役割を明確にし、本戦略を実

行できる体制を構築するため、DMO が観光推進の中核組織となり合意形成を図ります。 

DMO の理事には地域住民組織や主な地域事業者、外部専門家などが参画し、住民や事業者の声

を広く集約できる体制を整えます。 

基本施策２ 住民・会員向けの情報公開、情報発信、交流の場の充実 

従来のニュースレターの区長配布に加え、会員対象のデジタルニュースレターや観光データ説明会の実

施等を行います。また、新規会員数が増加傾向にあることから、既存事業者と新規事業者が互いに顔

の見える関係性になれるような交流の場の充実化も図ります。 

基本施策３ デジタル技術の活用による来訪者の把握とデータ分析 

各取り組みの効果や住民への影響などを定量的、定性的に把握し、地域の状態に応じた地域経営を

行います。現在、美山 DMO が地域事業者や行政機関と連携してモニタリングしている 43 項目に加

え、これまで十分に把握できていない観光の文化や環境への影響に関する項目を増やすことも検討しま

す。取得したデータや分析結果は可能な限り住民や会員に公開、共有します。 

基本施策４ データに基づいた地域内調達率の高い旅行商品開発と販路拡大 

持続可能な観光地経営を行うため、データ収集と分析により、お客様が求めるものと地域側が提供可

能なものを把握し、双方にとって満足度の高い、地域内調達率の高い旅行商品開発を行います。積極

的に販路拡大を図り、第 2 章で定めた、3 つのターゲット層(1 豪州・台湾・ベトナムの文化体験志向が

高い個人・小グループ旅行者、2 自己超越欲求を持つ国内外の“関係性重視”の個人旅行者 (共に

地域資源を守る体験、学びのある旅を求める層)、3 教育旅行層)にアプローチできる旅行会社や教育

機関へのセールスを行います。 

基本施策５ 観光とまちづくりの好循環を生むラーニングツーリズムの拡充と新たな財源の創出 

2022 年度から取り組む関係人口、交流人口拡大のための第２のふるさと事業を拡充させます。具体

的には大学の研修や視察研修、企業研修等で美山町を訪れる団体を対象とした、美山町の環境保

全や景観保全、まちづくりの取り組み等について学ぶことができるラーニングツーリズムコンテンツを発展させ

ます。地域の取り組みを応援したいという来訪者の思いの受け皿となり得る、参加型のボランタリー貢献

金（寄付）の徴収も検討します。 

基本施策６ 景観や文化保全の取り組みの発信と継承機会の創出 

農村景観や伝統食や伝統行事の継承など、地域で連綿と受け継がれてきた有形無形の文化につい

て、文化そのものに加え、その背後にある保全の取り組みも来訪者に伝えることで、取り組みに共感し、

協働してくれる来訪者の増加を図ります。また、地域住民や会員対象に伝統文化の継承の機会も創出

し、観光による文化保全を図ります。 

基本施策７ 南丹市美山エコツーリズム推進全体構想に基づくエコツーリズムの推進 

町域全体が京都丹波高原国定公園に指定されるほど豊かな自然を次世代に引き継ぐため、エコツーリ

ズムの推進を通して、地域の環境保全や活用に寄与します。地域内の観光事業所での再生可能エネ

ルギーの使用状況や再生紙や脱プラスチックへの取り組み状況のモニタリングも検討します。 
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3-3 受入環境整備 

来訪者の方々が美山町までストレスなくたどり着き、現地で快適な滞在をしていただくために以下の 3 点

に重点的に取り組みます。 

１． 多言語対応の促進 

美山ナビでの英語での情報発信の拡充を図り、美山での滞在に関する必要な情報（交通、宿

泊、体験）に容易に辿り着けるよう WEB 上での動線を見直します。 

各事業所における必要な多言語対応について、DMO を中心に研修会の開催や国のガイドライン

に沿った多言語化の支援を行います。地域内での多言語表記にバラツキが生じないよう、主要観

光事業者と合意形成を図ります。 

２． 日英ガイドの確保と美山観光コンシェルジュの育成 

美山町には現在かやぶきの里日本語ガイド 19 人の英語ガイド 6 人、芦生もリびと協会公認ガイ

ド 18 人、美山観光コンシェルジュ 18 人がいます。美山町の文化や環境保全の背景を国内外に

向けて発信するには実際に来訪者に接するガイドや観光コンシェルジュの存在が欠かせません。 

DMO 主催のガイドや観光コンシェルジュ対象の研修開催を少なくとも年１回は行い、質の維持と

向上を図ります。 

３． アクセスの改善 

二次交通の課題は長年の課題であり、これまで南丹市へのイベント時の市営バス増発の要望や

京阪京都交通株式会社への京都美山線継続の要望等を行なっています。 

京都市内発着のタクシープランの造成や、バス付の研修旅行の受入拡充を図るなどして、来訪者の

アクセス改善を図ります。 
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3-4 データの活用と顧客管理の方針 

観光地経営を行うにあたって、データの活用は欠かせません。地域の観光動態を図るため、美山 DMO

設立以降、各種データ収集を行っています。(詳細は別紙１の通り) 2025 年度からは宿泊施設や観

光動態調査、各種予約、名刺データ等の各種観光データを一元化したデータベースを活用しています。 

データ取得にあたっては重複しないよう、関係機関と調整の上行います。 

これらデータは必要に応じて住民や会員と共有し、地域や環境への負荷を抑えながら、地域全体の稼

ぐ力を高めるために活用します。 

また、美山町を訪れる人が、何度も美山町を訪れ、継続的に地域を共に守り育てる一員となっていただ

けるよう、CRM 機能を活用し、ターゲット別に情報提供やアンケート調査を行います。地域の文化、環

境保全の取り組みや保全協力金の使途についても発信することで、結果的に観光消費の拡大やリピー

ター獲得につながるような運用を行います。 

 

データ運用体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 23 

第 4 章 将来に向けた観光のあり方 

4-1 美山町の観光が抱える課題 

人口減や消費単価の低迷、繁閑差といった全国の農村部に共通した課題の他、美山町特有の特筆

すべき課題として下記点が挙げられます。 

課題１： 地域活動基盤の弱体化  

美山町の観光まちづくりの基盤は住民、行政、事業者が一体となった推進体制により構築されてきまし

た。しかし、合併後の組織改正や財政の見直し等による美山支所の機能の縮小等人口減少などにより

地域内の活動基盤が弱まりつつあります。また、振興会や地域内の各種イベント事業、エコツーリズム推

進事業等への予算が縮小、削減傾向にあり、これまで地域の交流や活性化を支えていた事業の継続や

新規展開が困難となっています。これにより、地域内の賑わいや住民参加機会が減少しつつあります。こ

うした状況は観光地としての活力維持に向けた課題となっています。 

事例： 地域イベントへの予算削減  

      地域振興会への予算削減 

      エコツーリズム推進事業の予算編入 

課題２：地域内ガバナンス力の低下 

観光による地域振興を推進するにあたり、地域内のガバナンス力は地域の持続的な観光振興において

重要な基盤と考えられています。美山町の観光まちづくりの成功要因の１つに、その強いガバナンス力が

挙げられます。実際に、観光庁が推進する観光地域づくりの事例においても、組織形成の強化や、関係

者間の連携が成功要因として挙げられており、観光ガバナンスは多様な関係者を繋ぐコーディネーション

機能として必要不可欠です。 

しかし、美山町においては、地域住民活動の後退や事業継承、人材育成が進まないことによる担い手の

確保等が困難であることにより、地域内の事業推進や新規展開が以前よりも難しい状況にあります。一

方で新規事業者の参入は増加傾向にあり、新規事業者と既存事業者が連携し観光地としての魅力を

高めるとともに、地域住民の観光事業への参画促進、DMO を中心とした関係者間の連携強化が要と

なります。 

課題３：外部環境リスク 

美山町はこれまでの WEB サイト閲覧者数や主な観光施設に設置している人数カウンターのデータか

ら、天候に左右されやすい観光地という特徴を有します。近年は積雪量が以前と比べて少なくなり、雪を

活用した冬の一大イベントである「美山かやぶきの里雪灯廊」が 2026 年から「美山かやぶきの里冬灯

廊」に名称変更を余儀なくされる状況が発生しています。また、自然災害による道路の寸断などが発生

すると補修の遅れにより、観光地へのアクセス悪化や物流の滞留が発生し、観光需要を大きく左右しま

す。 
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4-2 数値目標 

指標の設定は地域が何を課題と捉え、何を達成したいかを表します。私たちの観光は、美山に暮らす

人々と共にあり、先人から受け継いだ豊かな自然と伝統文化そして、地域を愛する想いを次世代につな

ぐことを最優先に考えます。従って重要目標達成指標と重要成功要因、重要業績評価指標は以下の

とおり設定します。 

数値目標は日本版持続可能な観光ガイドライン(JSTS-D)の項目も考慮しながら作成されており、観

光地経営戦略策定そのものも持続可能な観光マネジメント A1「デスティネーション・マネジメント・戦略と

実行計画」にあたります。 

 

KGI  住民・来訪者・事業者の総合満足度指数「7.5 以上」を 5 年間維持し 地域が持つ価値と観

光による収益が地域内で循環する状態を確立。 

 

KSF  上記指標(KPI)を達成するために必要な大切にすべき事(重要成功要因) 

① 地域の暮らし・自然・文化を核とした「体験価値」の磨き上げ 

② 住民・事業者・行政・DMO の協働体制(ガバナンス)の確立 

③ 財源の確保と観光収益を地域内で循環させる仕組みの構築 

④ 教育 (地域事業者の能力開発、次世代を担う学生の教育) 

⑤ 観光による影響を継続的にモニタリングし、改善する評価システム 

KPI 

① 1 人当たり旅行消費額 

② 延べ宿泊者数 

③ 来訪者満足度 

④ 持続可能な観光に対する住民満足度 

⑤ 観光事業者の平均給与額 

⑥ 月別来訪者数の平準化率 

⑦ 域内調達率(地域還元率) 

(↑観光庁の DMO 登録更新ガイドラインに記載の KPI) 

⑧ 美山小中学校の地域愛着指数 (独自 KPI) 

 

 

 

 

 

 

KGI

KSF

KPI
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KSF と KPI の関連性 

 

KSF KPI 補足 

 

① 地域の暮らし・自然・文化を

核とした「体験価値」の磨き上げ 

① 1 人当たり旅行消費額 体験価値が高まると滞在中の消費単価

が上昇 

② 延べ宿泊者数 魅力的な体験により宿泊を伴う旅行者

が増加  

③ 来訪者満足度 体験の質・独自性が満足度向上に直結 

 

 

② 住民・事業者・行政・DMO

の協働体制（ガバナンス）の確

立  

④ 持続可能な観光に対する

住民満足度 

協働体制確立により住民参加を促進 

③ 来訪者満足度 スムーズな運営・情報提供・地域案内の

質向上により満足度向上  

⑤ 観光事業者の平均給与額 事業者の意見が反映されやすく労働環

境改善に寄与 

 

 

③ 財源の確保と観光収益を地

域内で循環させる仕組みの構築 

 
 

① 1 人当たり旅行消費額 収益確保のための価格設定や付加価

値向上が求められる  

⑤ 観光事業者の平均給与額 旅行消費額増により一部が給与として

還元 

⑦ 域内調達率 

（地域還元率） 

DMO の収益の地域還元率測定 

観光事業者（会員）へのアンケート 

 

 

 

④ 教育（事業者・学生） 

③ 来訪者満足度 来訪者への案内や体験プログラムの質

向上 

⑤ 観光事業者の平均給与額 事業者能力向上によるサービス価値向

上・報酬改善 

① 1 人当たり旅行消費額 体験価値向上による消費単価向上 

⑧美山小中学校の地域愛着

指数 

地域での教育を通じた次世代を担う人

材の地域愛着度を測定 

 

⑤ 観光による影響を継続的に

モニタリングし、改善する評価シス

テム 

  

④ 持続可能な観光に対する

住民満足度 

住民への影響を把握し改善することで満

足度維持 

③ 来訪者満足度 改善によりサービス・体験の質が向上 

⑥ 月別来訪者数の平準化率 データに基づき混雑や偏在を平準化する 

① 1 人当たり旅行消費額 改善施策により消費行動に影響 
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4-3 上記指標の測定方法と基本施策との関係 

上記指標は下記の通り測定します。 

KPI 測定方法 

① 1 人当たり旅行消費額 南丹市が行う旅行消費額調査 

② 延べ宿泊者数 DMO 会員対象の月次宿泊者数調査 

③ 来訪者満足度 年 2 回のかやぶきの里での観光動態調査 

④ 持続可能な観光に対する住民満足度 年 1 回住民対象調査 

⑤ 観光事業者の平均給与額 観光事業者主要３事業者の平均給与額を算出 

⑥ 月別来訪者数の平準化率 閑散期(１,2,12 月)延べ泊数  年間延べ泊数 

によって算出 

⑦ 域内調達率（地域還元率） DMO 旅行事業収益の地域還元率 

⑧美山小中学校の地域愛着指数 美山小学校、美山中学校でのアンケート調査 

 

基本施策の進捗を図るために各指標は以下の通り用いられます。 

KPI 関連する基本施策 

① 1 人当たり旅行消費額 基本施策 4/基本施策 5/基本施策 7 

② 延べ宿泊者数 基本施策 3/基本施策 5 

③ 来訪者満足度 基本施策 5/基本施策 6/基本施策 7 

④ 持続可能な観光に対する住民満足度 基本施策 2/基本施策 6 

⑤ 観光事業者の平均給与額 基本施策 3/基本施策 4 

⑥ 月別来訪者数の平準化率 基本施策 3/基本施策 4/基本施策 5  

⑦ 域内調達率（地域還元率） 基本施策 3 /基本施策 4  

⑧ 美山小中学校の地域愛着指数 基本施策 1/基本施策 6/基本施策 7 

 

各 KPI の目標値は下記の通り設定します。 

KPI 2030 年度目標値 

① 1 人当たり旅行消費額 1,457 円 

② 延べ宿泊者数 23,170 泊 

③ 来訪者満足度 90% 

④ 持続可能な観光に対する住民満足度 90% 

⑤ 観光事業者の平均給与額 2026 年度の実績値を測定の上設定 

⑥ 月別来訪者数の平準化率 20% 

⑦ 域内調達率（地域還元率） 2026 年度の実績値を測定の上設定 

⑧ 美山小中学校の地域愛着指数 80% 
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第 5 章 財源 

5-1 財源の確保 

上に示した基本戦略を実行するためには安定した財源の確保が欠かせません。これまでの行政からの

補助金や旅行事業収入に加え、あらゆる財源の検討を行い、景気変動や制度変更に強い財源構造を

構築することが必要です。これまで、南丹市とともに宿泊税の導入と入湯税の観光事業への活用につい

て議論を進めてきましたが、実現に至っていません。引き続きこれらの財源については議論を続けつつ、美

山町において実現性が高いと考えられ得る、以下の新たな財源の検討を行います。 

① 参加型のボランタリー貢献金（寄付）の徴収 

宿泊やツアー決済時に任意選択肢として表示し、DMO や民間団体が寄付を集約する仕組みで

す。Booking.com が 2025 年に行なった「サステナブル&トラベル」に関する調査では、69%の旅

行者(日本の旅行者は 59%)が旅行先を来た時よりも良い状態にして帰りたいと回答しています。

来訪者も美山町を守り育てる一員としてお迎えできるよう、寄付金の受付を検討します。 

② 企業版ふるさと納税 

民間企業版ふるさと納税のプロジェクト運営を行う実施主体の１つとなるために、南丹市との協議

を行います。南丹市の企業版ふるさと納税プロジェクトに実施主体(協働パートナー)として公式に位

置付けてもらうことで、事実上の寄付の受け手の役割を担い、観光事業プロジェクトの推進を図りま

す。 

5-2 観光収益の地域還元 

現在、美山町内には観光関連収益を地域に還元する仕組みが複数あります。前述の通り、近年では

海外を中心に観光地に良い影響を与えたいと考える旅行者が増えており、これまでの先駆的な取り組み

を海外にも発信することで、更なる観光収益の地域還元を図ります。 

実施団体 収益源 地域還元方法 

内久保環境史跡保存会 ベニバナヤマシャクヤク鑑賞会開

催時の環境保全協力金 

ベニバナヤマシャクヤクの保護、保

全に活用 

芦生もりびと協会 芦生の森ガイドツアー 京都大学芦生研究林基金に寄付 

一般社団法人京都・美山・

北村かやぶきの里保存会 

駐車場料金 

美山民俗資料館入館料 

茅葺き屋根の葺き替えや駐車場の

整備等に活用 

一般社団法人南丹市美山

観光まちづくり協会 

かやぶきの里ガイドツアー かやぶきの里保存会に収益の約

17%を寄付 
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上記に加え、一般社団法人南丹市美山観光まちづくり協会の旅行事業の収益の約 7 割は地域事

業者への支払いや地域住民でもある職員の賃金等に使われており、地域還元率の高い事業形態となっ

ています。一般社団法人南丹市美山観光まちづくり協会の収益増＝地域事業者や住民の所得増とい

う構造をこれからも維持し、地域内調達率の高い商品造成に引き続き取り組みます。 

＜2024 年度の事例＞ 

 

 

 

 

 

  

旅行事業部売上            地域住民、地域事業者に還元 

第 6 章 推進体制と人材           

6-1 推進体制  

持続可能な観光地経営を担う中核組織として、一般社団法人南丹市美山観光まちづくり協会(美山

DMO)を位置付け、目標達成のため、観光業をはじめとする多様な産業の事業者、地域住民、行政

(国、京都府、南丹市)、来訪者、DMO といった多様なステークホルダーが協働することで、地域の観光

機能強化を図ります。 

美山 DMO の役割と使命 

DMO は単なる観光誘客や観光案内組織ではなく、観光を通じて地域全体の持続的豊か

さを実現するために、地域マネジメント組織として以下の役割を担います。地域に根ざした持

続可能な観光の推進により地域全体の力を高めるため地域住民主導型の観光を促進する

原動力となります。 

1. 観光が地域に与える経済、社会、環境的影響を定量化する為のデータ収集及び分析 

2. 明確なコンセプトに基づいた戦略の策定、ＫＰＩの設定･ＰＤＣＡサイクルの確立 

3. 地域の魅力向上に資する観光資源の磨き上げや域内交通を含む交通アクセスの整

備、多言語表記等の受入環境の整備等の着地整備に関する地域の取組の推進 

4. 観光地域づくり法人を中心とした多様な関係者との体制構築や合意形成 

5. 地域資源を可視化、価値化し、地域内調達率の高い旅行商品を造成 

6. これらの役割を達成するために必要な組織体制の構築と財源の確保 

約 4,700 

万円 

約 3,200

万円 
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6-2 関係者との役割分担 

 

6-3 基本戦略を推進する人材の育成 

本戦略は地域住民、地域事業者、DMO、来訪者のすべての方が関わり達成されるものです。 

DMO を中心に、必要に応じたスキルアップ講座や安全管理研修、衛生管理講習の開催や来訪者への

マナー啓発等を行います。 

 美山小学校や美山中学校とも連携し、未来の美山町を担う人材育成、将来的な定住促進のため、

若年層の観光教育にも取り組みます。 

また、DMO から選定することが望ましいとされている、持続可能な観光の推進に専念できる、the 

GSTC Professional Certificate in Sustainable Tourism を有する担当者(サスティナビリティ・コ

ーディネーター)を配置します。 
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6-4 基本戦略を後押しする取り組み 

6-5 モニタリング体制とスケジュール 

年度ごとに理事会において検証を行い、総会にて進捗状況を公表します。 

社会情勢等に応じて随時戦略内容の見直しと変更を行います。 
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【参考資料】 

1. 策定の経緯 

1-1 個別ヒアリング 

本戦略策定にあたり、下記の通り主な観光、農林事業者、地域住民組織、教育機関等にヒアリングを

行ないました。 

ヒアリングにご協力いただいた皆様 (敬称略) 

 

所属 日時 ヒアリング参加者 

美山町森林組合 2026 年 2 月 4 日 

14:30~15:00 

代表理事組合長 前田 好久 

知井振興会  2026 年 2 月 3 日

11:00~12:00 

事務局長 大萱 聡 

平屋振興会 2026 年 2 月 9 日 

17:30~18:30 

会長 清水 茂  

事務局長 近澤 章 

宮島振興会 2026 年 2 月 11 日 

9:00~10:15 

会長 下伊豆 仁史  

事務局長 吉田 伸一 

鶴ケ岡振興会 2026 年 2 月 4 日 

10:00~10:45 

会長 小畑 学 

大野振興会 2026 年 2 月 4 日 

14:00~14:45 

会長 石田 武司  

事務局長 中村 誠 

美山ふるさと株式会社 2026 年 2 月 18 日 

15:00~16:15 

代表取締役 中井 壮 

(一社)京都・美山・北村かやぶき

の里保存会 

2026 年 2 月 26 日 

18:00~19:30 

会長 中野 善文 

副会長 新道 尚美 

副会長 中野 雅文 

事務局長 勝山 万理恵 

美山茅葺き株式会社 2026 年 2 月 11 日 

18:00~19:00 

代表取締役 会長 中野 誠 

ニシオサプライズ株式会社 2026 年 2 月 5 日 

14:00~14:45 

代表取締役 西尾 晴夫 

合同会社田歌舎 2026 年 2 月 13 日 

18:00~19:00 

代表 藤原 誉 
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美山小学校 2026 年 2 月 6 日 

10:00~11:00 

校長 榊󠄀 貢 

有限会社フェイムイマジネーション 2026 年 2 月 6 日 

11:10~13:00 

代表取締役 中島 隆章 

美山観光ビジョン 2021 策定委員 2026 年 2 月 5 日 

10:00~11:20 

加地 こず恵 

美山まちづくり委員会 書面ヒアリング 委員長 大野 光博 

有限会社かやぶきの里 書面ヒアリング 取締役 勝山 直 

株式会社木村 

NIPPONIA 美山鶴ケ岡山の郷 

 

書面ヒアリング 

 

取締役 古北 真里 

 

1-2 地域住民や会員の皆様とのワークショップ 

【ワークショップ概要】 

美山観光交流アイデア交流会 

日時：2026 年 3 月 17 日 14:00~15:30 

場所：京都丹波高原国定公園ビジターセンター 

参加者： 28 名  

1-3 一般社団法人南丹市美山観光まちづくり協会理事会での検討 

日時：2025 年 11 月 25 日 13:30~15:00 

内容：南丹市美山町観光地域経営戦略の概要案に関する協議を協議事項として行なった。 

出席理事： 高御堂厚 勝山直 武田英喜 古北真里 下伊豆仁史 西尾佳子 

出席監事：前田 好久 中野 善文 

 

日時：2026 年 2 月 26 日 15:00~17:00 

内容：南丹市美山町観光地域経営戦略の全編に関する協議を議案として行なった。 

出席理事： 高御堂厚 勝山直 武田英喜 古北真里 下伊豆仁史 西尾佳子 

出席監事：前田 好久 中野 善文 
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